
一般質問（令和８年第３回定例会）

新井　太一 １．住宅セーフティネットの
確保と今後の住宅政策につい
て

１．必要性の高まる住環境整備について
・公共施設の見直しやまちづくりの検討が
進められる中、本町における住宅施策につ
いても整理が進められているものと受け止
めている。民間賃貸住宅の選択肢が限られ
る神川町においては、高齢者や低所得者、
子育て世帯などが安心して暮らすために住
環境整備の必要性は、今後ますます高まる
ものと考える。
　町における住宅セーフティネットの必要
性・重要性についてどのように認識されて
いるのか、また今後どのようにその機能を
確保していくのか、町の考えを伺う。

２．路肩整備について １．通行の安全と転落事故防止策について
・通学路や生活道路には、路肩が狭い、ま
たは未整備の箇所に加え、草木の繁茂で道
路幅がさらに狭くなり、歩行者や自転車が
車両と接近して通行せざるを得ない場所が
ある。特に水路や法面に隣接する道路では
転落事故の危険もある。
　町民の安全確保のため、危険箇所の把握
と、草木管理を含めた路肩整備をどのよう
に進めるのか、町の考えを伺う。

３．文化財、民具等の展示に
ついて

１．歴史資料の活用と郷土愛の醸成につい
て
・出土品の展示には取り組まれている一
方、近代の民具等については、多目的交流
施設の一室で常設展示されているものを除
き、多くが保管されたままとなっている。
　郷土愛を育む手段の一つとして、年表と
あわせて保管民具を展示するなど、戦争や
農民運動を含めた神川町の歴史を振り返る
企画や取組を進める考えがあるか伺う。
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川浦　雅子 １．イラン情勢による農業者
や中小事業者及び町民生活へ
の影響について

１．町内事業者等への影響と町独自の調
査、支援について
・イラン情勢の緊迫化は、原油価格や物流
費の上昇を通じて、燃料費、肥料・資材
費、電気料金などに影響を及ぼすおそれが
ある。神川町でも農業者や中小事業者の経
営への影響が懸念されている。また、一部
では物流や原材料供給の停滞等から、指定
ゴミ袋など生活必需品の品薄や在庫不足も
見られ、町民生活への影響も懸念される。
　そこで、町内事業者等への影響をどのよ
うに認識しているのか、また、町独自の調
査や支援を行う考えがあるか伺う。
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新井　太一 ２．美原公園の魅力向上と利
活用の可能性について

１．既存設備を活かした活用について
・美原公園は、散策道などが整備され地域
に親しまれてきた公園であるが、近年は利
用が限られている。
　また、テニスコートについても利用でき
ない状態が続いていることから、スケート
ボード場などを含めた既存設備の新たな利
活用や、公園の魅力向上について町の考え
を伺う。

２．神川中学柔剣道場のエア
コン設置について

１．熱中症リスクから生徒を守る環境整備
について
・近年の異常な気温上昇により、中学校の
柔剣道場において、授業や部活動中の熱中
症リスクが高まり、生徒の安全確保や教育
活動に支障を来している状況が見受けられ
る。
　生徒が安心して授業や部活動に取り組め
る環境を整備するため、柔剣道場へのエア
コン設置を早急に進めるべきと考えるが、
町の見解を伺う。

坂本　貴佳 １．神川町歌の制定について １．合併協議会で新町において検討すると
された町歌の制定について
・神川町歌の制定については、２０年前の
合併協議会で結論を得ることができず、将
来の検討事項となり現在に至っている。
　郷土愛の醸成や世代間交流、住民コミュ
ニケーションの活性化に役立つものとして
町歌制定が必要と考える。
　学校教育や各種行事に町歌を活用し、町
内外で活躍する人々の心の拠り所となる財
産にしてはどうか、町の考えを伺う。

柴崎　愛子 １．公用車のリース化、更に
はリースバックについて

１．将来を見据えた公用車の在り方につい
て
・人口減少が進む自治体の１０年先、２０
年先を考えたときに、行政の在り方を見直
す必要がある。
　多くの自治体で公用車のリース化が進め
られているが、町でも用途や車種によって
はリース化の検討が必要と考える。しかし
ながら、各公用車の買い替え時期を待って
リース化を行うのでは、実施が複数年度に
わたり、予算管理等も煩雑になると思われ
る。
　そこで、現在所有する公用車をリース会
社に売却し、その車両を改めてリース契約
する「リースバック」の導入が有効と考え
るが、町の見解を伺う。
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２．児童発達支援体制の充実
について

１．相談支援体制の強化と児童発達支援セ
ンターの必要性について
・本町における障害児支援は、児童福祉法
に基づくサービス等利用計画のセルフプラ
ン率が９１．５％と非常に高い状況にあ
る。そのため、保護者の負担軽減や適切な
サービス利用の観点から相談支援体制の強
化が必要であると考える。
　また、相談支援・療育・関係機関連携を
一体的に担う児童発達支援センターは、地
域における中核的役割を果たすものであ
り、神川町においてもその必要性は高いと
考える。
　以上を踏まえ、町の現状認識及び今後の
支援体制のあり方について伺う。

剣持真菜美 １．児童生徒の登下校時にお
ける安全確保について

１．安全確保の在り方について
・近年、不審者情報や自然災害、猛暑等へ
の不安に加え、見守りの担い手不足や児童
数減少により、一人で登下校する児童も増
えている。
　そのため、まずはＧＰＳ機能付き端末等
を含めた安全確保の在り方について検討が
必要と考えるが、以下の３点について町の
考えを伺う。
①登下校時の安全確保に対する現在の課題
認識について
②ＧＰＳ機能付き端末等の持込みに関する
現在の運用状況について
③安全確保の観点からＧＰＳ機能付き端末
等の取扱いについて町として一定のガイド
ラインを整備する考えについて

林部　葉月 １．インフルエンザワクチン
接種助成の拡充について

１．受験期の児童・生徒への対象拡充につ
いて
・インフルエンザワクチン接種助成事業に
ついては、町では中学３年生を対象として
実施されている。高校受験期での健康管理
として意義ある取り組みと評価する一方
で、感染症対策及び公平性の観点から、対
象者のあり方に検討の余地があると考え
る。
　このため、受験期にあたる小学６年生及
び高校３年生を含めた対象者の拡充につい
て必要と考えるが、町の見解を伺う。



質　問　者 質 問 事 項 質　　　問　　　要　　　旨

坂田　弘 １．神川町営グラウンド・
サッカー場脇等への植樹につ
いて

１．熱中症対策や施設利用者の利便性向上
について
・町営グラウンドは、日頃より散歩やジョ
ギングなど、多くの町民に利用されている
ほか、サッカーや野球などのスポーツ少年
団の活動場所として、子どもたちの健全育
成にも大きな役割を果たしているが、近年
は夏季における熱中症対策が重要な課題と
なっている。
　そこで、熱中症対策や環境美化及び利便
性向上を目的として、サッカーコート脇の
一部スペースや野球コート脇のスペース等
への植樹・植栽を進め、木陰を確保すべき
と考えるが、町の見解を伺う。


